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◯主な内容

晴れやかに、 
笑顔溢れる成人式
　爽やかな青空の下、平成２７年成人式が開催されま

した。華やかな晴れ着やスーツに身をつつんだ新成

人たちは、家族や恩師、そして幼馴染と新たな門出

を祝い、大人への一歩を踏み出しました。
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式
に
は
文
化
観
光
交
流
館
の
特

任
館
長
で
あ
る
落
語
家
の
六
華
亭

遊
花
さ
ん
と
、
芸
人
の
ニ
ー
ド
ル

の
お
二
人
も
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

ま
し
た
。「
大
人
に
な
れ
ば
失
敗

も
沢
山
し
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
あ

ま
り
落
ち
込
ま
ず
、
そ
こ
か
ら
ど

う
立
ち
直
る
か
を
大
事
に
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
人
生
の

先
輩
と
し
て
温
か
い
言
葉
を
贈
っ

た
遊
花
さ
ん
。
ニ
ー
ド
ル
の
お
二

人
か
ら
は
松
島
の
ネ
タ
を
盛
り
込

ん
だ
漫
才
が
披
露
さ
れ
、
地
元
な

ら
で
は
の
「
あ
る
あ
る
ネ
タ
」
で

会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

輝
く
�
は
た
ち
の
笑
顔
�

  
松
島
町
成
人
式

平成27年

▲式辞を述べる大橋町長

▲記念品を受け取る角田侑平さん

▲サプライズゲストで登場した特任館長の六華亭遊花さん
とニードルのお二人

　

１
月　

日
、
第　

回
松
島
町
成

１１

６６

人
式
が
文
化
観
光
交
流
館
で
行
わ

れ
、
約
１
５
０
人
の
新
成
人
が
未

来
へ
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
執
り
行
わ

れ
た
成
人
式
。
立
派
に
成
長
し
た

新
成
人
の
姿
を
、
小
・
中
学
校
の

恩
師
、
そ
し
て
家
族
が
見
守
る
中
、

大
橋
町
長
は
「
皆
さ
ん
の
こ
れ
か

ら
の
活
躍
と
貢
献
は
、
松
島
町
の

躍
動
を
惹
起
こ
し
て
く
れ
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
」
と
、
松

島
町
の
未
来
を
担
う
新
成
人
を
激

励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
成
人
式
実
行
委
員
会
に

よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
懐

か
し
い
写
真
が
沢
山
詰
ま
っ
た
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
映
さ
れ
、
会

場
か
ら
は
「
懐
か
し
い
！
」
と
の

声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え

て
い
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し
た

新
成
人
た
ち
は
、
旧
友
と
の
思
い

出
話
に
華
が
咲
き
、
笑
顔
に
満
ち

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
成
人
式
に
駆

け
つ
け
た
恩
師
に
、
嬉
し
そ
う
に

自
分
の
近
況
を
報
告
す
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、
赤
間
義

輝
さ
ん
（
磯
崎
）
と
赤
間
千
里
さ

ん
（
高
城
）
が
「
は
た
ち
の
言
葉
」

を
述
べ
、
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た

家
族
や
恩
師
へ
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
ま
し
た
。
ま
た
角
田
侑
平
さ

ん
（
北
小
泉
）
と
安
部
裕
香
さ
ん

（
初
原
）
が
、
大
橋
町
長
よ
り
記

念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
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赤間千里さん（高城）

「これからの松島を引っ

張っていきたいです」

酒巻卓実さん（松島）

「人間的にも、体格的に

も大きくなります（笑）」

油井仁未さん（高城）

「立派な大人になりま

す」

e 橋勇輝さん（本郷）

「これまで育てていた

だいた両親に感謝した

いです」

宮田麻樹さん（松島）

「ドッグトレーナーを

目 指 し て 頑 張 り ま

す！」

大槻健也さん（磯崎）

「将来、松島を背負って

立つ人間になりたいで

す」

安部裕香さん（初原）

「良識のある行動を取

り、自分の意見を言え

る大人になりたいです」

早坂忠徳さん（本郷）

「社会の一員としての

良識を持って過ごして

いきたいと思います」

飯川靖之さん（磯崎）

「成人を機に良識ある

社会人になれるように

頑張ります」

ははははははははははははははははははははは
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
ののののののののののののののののののののの
言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言
葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉

は
た
ち
の
言
葉

　

私
た
ち
新
成
人
の
た
め
に
、

盛
大
な
式
典
を
開
催
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
か
け
が
え
の
な

い
二
十
年
の
そ
の
多
く
の
時
間

を
、
こ
こ
松
島
で
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。
新
し
い
仲
間
た
ち
と

出
会
い
、
時
に
失
敗
を
繰
り
返

し
て
は
、
恩
師
の
先
生
方
や
地

域
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
家
族
が

差
し
伸
べ
て
く
れ
る
、
暖
か
な

手
に
救
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
今
、
私
た
ち
が
こ
う
し

て
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
て
い
る

の
も
、
多
く
の
方
々
に
見
守
ら

れ
、
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
こ

そ
だ
と
強
く
実
感
し
て
い
ま
す
。

喜
び
と
幸
せ
、
感
謝
の
念
が
絶

え
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
は
成
人

と
し
て
、
様
々
な
責
任
を
自
分

で
背
負
っ
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
一
日
で
も
早
く
皆

さ
ま
の
仲
間
と
し
て
、
松
島
の

将
来
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
、

日
々
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

高橋明佳さん（磯崎）

「社会人としての自覚を

持ち、一人前の大人にな

れるように努力します」

▲「はたちの言葉」を述べる赤間義輝
さん（左）と赤間千里さん（右）
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　新春恒例の松島町消防団出初式が、

1月 12日に松島中学校体育館で挙

行されました。

　行進曲が鳴り響く中、火消しの象

徴である 纏 を先頭に、消防団員約
まとい

１７０人が整然と行進をしました。

　式典では、団員関係者が見守る中、

長年の消防活動への功績が認められ

た団員の表彰と新入団員の宣誓が行

われました。

　本町での昨年の火災件数は 8件。

出初式参加者は町を火災から守る決

意を新たにしていました。

松島町消防団出初式

　１月９日、ホテル松島大観荘で平

成２７年松島町町民新年会が開催さ

れました。

　約２００人が出席した町民新年会。

初めに大橋町長が「本年も町民の皆

さまと共に”住んでいてよかった。

住んでみたい町。松島”を目指し邁

進してまいります」と挨拶をしまし

た。

　また、長年松島町の各分野におい

て貢献された方々や、町民の模範と

なるような行為を行ってきた方々に

敬意を表し、表彰が行われました。

代表して、只木良昭さん（本郷）が

大橋町長から賞状を受け取り、佐藤

信子さん（磯崎）が「この栄誉を忘

れることなく、さらに住みよいまち

づくりのため精進します」と謝辞を

述べました。

　さらに、昨年「２０１４みやぎふるさ

とＣＭ大賞」で金賞を受賞した、松

島町民有志団体の作品「もう一度、

松島」の紹介も行われました。出席

した皆さんはスクリーンに映し出さ

れた、美しく、迫力のあるＣＭに見

入っていました。

素晴らしい１年になる
ことを願って
松島町町民新年会

▲新しい１年が良い年になることを願い乾杯

▲謝辞を述べる佐藤信子さん（右）

▲松尾芭蕉も登場する「もう一度、松島」

▲内海邦宏団長の告辞

▲迫力のある 纏 振りが披露されました
まとい

▲威風堂々行進する皆さん
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　昨年 1２月 1８日にアトレ・る・hall

（文化観光交流館）で、松島高等学

校観光類型観光ビジネスコース３年

の生徒による「観光実践」課題発表

会が開催されました。

　発表会では、「高城地区交流人口

拡大プロジェクト」をテーマとして、

３つのグループが自分たちで掘り起

こしを行った高城・磯崎地区の観光

資源をもとに企画したツアーについ

て発表しました。スライドに合わせ

て紙芝居や動画、試食品の提供など

創意工夫の凝らされたそれぞれの企

画の発表は、高城・磯崎地区のよさ

を再認識させてくれました。

松高生プレゼンツ
高城・磯崎を巡るツアー

　松島町商工会青年部の皆さんが来

庁し、大橋町長へ中小企業長官表彰

受賞の報告をしました。

　遠藤部長を中心として、２７人の部

員が一丸となり、熱意を持って独自

性溢れる活動を続けている松島町商

工会青年部。青年部の活動だけでは

なく、町や商工会が開催するイベン

トなどにも積極的に参画し、地域活

性化に大きく貢献しています。その

活動や功績が認められ、今回中小企

業長官表彰の受賞となりました。

　遠藤部長は、「松島らしい特色を

生かしながら、自分たちの色を出し

た取り組みが認められ本当にうれし

く思います。部員のこれまでの取り

組みや熱意を引き継ぎ、楽しみなが

ら活動を続けていきたいです」と述

べました。 

松島町商工会青年部が
中小企業長官表彰を
受賞しました

▲大橋町長へ受賞の報告に訪れた遠藤部長（左）

▲若いアイディアや行動力を活かした活動を続けています

▲高城・磯崎地区の皆さんにも協力をもらいながら考えた企画の発表

▲投票により最優秀企画が表彰されました
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善
行
者
・
功
労
者
表
彰

　

１
月
９
日
に
ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成　

年
松
島
町
町
民
新
年
会
の

27

席
上
で
、
次
の
方
々
が
善
行
者
・
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

消

防

団

表

彰

　

１
月　

日
に
松
島
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
、平
成　

年
松
島
町
消
防
団
出
初

１２

２７

式
に
お
い
て
、次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

永
年
に
わ
た
り
幡

谷
防
火
ク
ラ
ブ
の
一

員
と
し
て
防
火
活
動

を
行
い
、
東
日
本
大

震
災
時
に
は
会
長
と

し
て
、
炊
き
出
し
支

援
に
あ
た
る
な
ど
地

域
防
災
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

 
武  
山 　
 
京  
子  
さ
ん
（
幡
谷
）

た
け 
や
ま 

き
ょ
う 

こ

　

永
年
に
わ
た
り
資

材
な
ど
を
自
己
提
供

し
、
地
区
支
館
の
修

繕
を
実
施
す
る
な
ど

地
域
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

 
只  
木 　
 
良  
昭  
さ
ん
（
本
郷
）

た
だ 

き 

よ
し 
あ
き

　

永
年
に
わ
た
り
行

政
員
、
副
区
長
、
行
政

区
長
と
し
て
、
地
域

の
発
展
と
町
政
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

故　
 
永  
山 　
 
正  
典  
さ
ん
（
磯
崎
）

な
が 
や
ま 

ま
さ 
の
り

　

永
年
に
わ
た
り
行

政
員
、
高
城
区
衛
生

役
員
の
各
分
野
に
お

い
て
、
地
域
の
発
展

と
町
政
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

 
三  
浦 　
 
一  
郎  
さ
ん
（
高
城
）

み 

う
ら 

い
ち 
ろ
う

　

永
年
に
わ
た
り
行

政
員
や
地
区
役
員
を

務
め
、
積
雪
時
の
除

雪
活
動
を
続
け
る
な

ど
地
域
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

 
吉  
田 　
 
忠  
男  
さ
ん
（
幡
谷
）

よ
し 

だ 

た
だ 

お

　

永
年
に
わ
た
り
食

生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
健
康
づ
く
り
活

動
を
行
い
、
ま
た
保

健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
介
護
予
防

の
支
援
に
も
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

 
佐  
藤 　
 
信  
子  
さ
ん
（
磯
崎
）

さ 

と
う 

の
ぶ 

こ

松
島
町
長
表
彰　

表
彰
状

小
野　
　

充（
第
４
） 
松
谷　

正
昭（
第
１
）

a 
橋　

達
哉（
第
１
） 
上
野　

剛
志（
第
１
）

飯
塚　

哲
春（
第
３
） 
林　
　

秀
樹（
第
３
）

早
川　
　

和（
第
５
） 
鈴
木　

勝
也（
第
３
）

角
掛　

建
一（
第
４
） 
阿
部　

貴
紀（
第
２
）

男
澤　
　

克（
第
３
） 
丹
野　

政
城（
第
３
）

千
葉　

光
男（
第
３
） 
菊
地　

幸
紀（
第
３
）

飯
川　

弘
美（
第
２
）

宮
城
県
知
事
表
彰　

消
防
防
災
功
労
章

身
崎　

恵
一（
第
１
） 
白
幡　

文
幸（
第
１
）

菅
野　

圭
一（
第
１
） 
赤
間　

和
宏（
第
２
）

菅
野　

孝
志（
第
３
） 
三
浦　

幸
悦（
第
４
）

a 
橋　
　

弘（
第
５
） 
松
田　

孝
一（
第
１
）

櫻
井　

信
吾（
第
４
） 
阿
部　

良
一（
第
５
）

岸　
　

利
美（
第
６
） 
齋
藤　

勝
美（
第
６
）

消
防
庁
長
官
表
彰　

永
年
勤
続
功
労
章

内
海　

邦
宏（
本
部
）

宮
城
県
消
防
協
会
塩
釜
地
区
支
部
長
表
彰

　

表
彰
状

菊
地　

雄
一（
第
３
） 
小
島　

正
明（
第
４
）

村
山　

良
一（
第
５
） 
a
橋　

雄
一（
第
５
） 

阿
部　

喜
明（
第
５
） 
角
田　

錦
也（
第
４
） 

鳫
平　

信
浩（
第
６
）

宮
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

表
彰
状

金
森　

由
敏（
第
３
） 
小
笠
原　

浩（
第
３
）

櫻
井　

弘
記（
第
３
） 
小
澤　

慶
成（
第
３
）

大
沼　

寿
宏（
第
３
） 
白
戸　

和
也（
第
３
）

遠
藤　

真
二（
第
６
）

勤
続
章

小
島　

正
明（
第
４
） 
村
山　

良
一（
第
５
）

角
田　

錦
也（
第
４
） 
鳫
平　

信
浩（
第
６
）

永
年
勤
続
章

身
崎　

恵
一（
第
１
） 
菅
野　

圭
一（
第
１
）

白
幡　

文
幸（
第
１
） 
赤
間　

和
宏（
第
２
）

菅
野　

孝
志（
第
３
） 
三
浦　

幸
悦（
第
４
）

a 
橋　
　

弘（
第
５
） 
松
田　

孝
一（
第
１
）

小
澤
慶
一
郎（
第
３
） 
櫻
井　

信
吾（
第
４
）

阿
部　

良
一（
第
５
） 
齋
藤　

勝
美（
第
６
）

宮
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章　

内
海　

邦
宏（
本
部
）

感
謝
状（
内
助
の
功
）

近
藤　

芳
子（
近
藤　

幸
一（
第
６
））

千
葉　

美
代
子（
千
葉　

浩
美（
第
６
））　

鈴
木　

由
美
子（
鈴
木　

正
行（
第
５
））

日
本
消
防
協
会
長
表
彰　

勤
続
章

近
藤　

幸
一（
第
６
） 
千
葉　

浩
美（
第
６
）

只
木　

忠
治（
第
５
） 
鈴
木　

正
行（
第
５
）
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税
に
関
す
る
標
語　

表
彰

　

公
益
社
団
法
人
塩
釜
法
人
会
と
塩
釜
地
区
租

税
教
育
推
進
協
議
会
が
共
催
す
る
「
税
に
関
す

る
標
語
」
に
お
い
て
応
募
総
数
９
９
４
点
の
う

ち
次
の
方
が
見
事
入
賞
し
ま
し
た
。

佳　

作

松
島
第
１
小
学
校

大
山　

桃
果
さ
ん　
　

田
a　

隆
介
さ
ん

渡
邉　

遥
妃
さ
ん　
　

小
澤　

綾
乃
さ
ん

齋
藤　

修
作
さ
ん　
　

佐
々
木　

玲
さ
ん

佐
藤　

綺
良
々
さ
ん　

佐
藤　
　

麗
さ
ん

谷
地　

康
輔
さ
ん　
　

渡
邉　

麗
心
さ
ん

松
島
第
５
小
学
校

　

熊
谷　

陽
汐
さ
ん　
　

新
沼　

瑞
葉
さ
ん

松
島
町
職
員
人
事
異
動

１
月
１
日
付
け　

（　
　
　

）
内
は
前
職
名

【
総
務
課
】
▼
参
事
兼
総
務
管
理
班
長　

太
田
雄
（
総
務
課
総
務
管
理
班
長
）

【
産
業
観
光
課
】▼
課
長　

阿
部
礼
子（
産

業
観
光
課
長
兼
観
光
班
長
）　

▼
観
光

班
長　

佐
藤
綾
（
産
業
観
光
課
主
査
）

【
建
設
課
】
▼
参
事　

赤
間
春
夫
（
建
設

課
参
事
兼
建
設
班
長
）　

▼
建
設
班
長

　

梁
川
秀
幸
（
建
設
課
主
査
）

【
教
育
課
】
▼
参
事
兼
学
校
教
育
班
長　

児
玉
藤
子（
教
育
課
学
校
教
育
班
長
）　

▼
主
査　

熊
谷
麻
菜
美（
教
育
課
主
事
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

○
新
規
採
用
職
員
（
１
月
１
日
付
け
）

▼
町
民
福
祉
課
主
事　

梅
津
由
夏

▼
産
業
観
光
課
主
事　

身
崎
愛
希
奈

▼
建
設
課
主
事　

沼
下
祐
幸

�

�

�

�

����������������������

����������������������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

▲左から　身崎愛希奈、梅津　由夏、沼下　祐幸

「振り込め詐欺にご用心！！」作戦が実施されました

　今年の１月、町内のご家庭に郵便局から「振り込め詐欺にご用心」と印刷のある年賀はがきが届き

ました。これは、塩釜警察署管内の郵便局による「振り込め詐欺注意喚起」の運動によるものです。こ

の運動に賛同した町内の事業所がはがき代や印刷代を負担し、町内の高齢者が多く住む地区へ届けら

れました。

　高齢者を狙った振り込め詐欺は年々増加しています。１人でも被害者を減らす為、インパクトのあ

る年賀はがきで実施したこの作戦。20件の町内事業所に協賛金のご協力を頂き実現できました。

振り込め詐欺には十分ご注意ください。

後援

塩釜警察署管

内金融機関防

犯連絡協議会

塩釜地区防犯

協会連合会　

塩釜警察署

松
島
町
職
工
組
合
青
年
部
が

看
板
塗
装
を
行
い
ま
し
た

　

松
島
町
職
工
組
合
青
年
部
の
皆
さ
ん
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
公
園
の
看
板

に
塗
装
を
行
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
の
皆
さ
ん
は
毎
年
こ
の
時
期
に
、
職

人
の
技
術
を
活
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
夕
陽
が
丘
児
童
公

園
の
看
板
に
塗
装
を
施
し
ま
し
た
。

▲丁寧に仕上げていただ
きました
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���子ども医療費助成の対象拡大について���
　平成２７年４月より、お子さんの医療保険により病院で治療を受けた場合、通院による自己負担分に

ついても、15歳まで助成が拡大されます。

＜制度比較表＞

平成２７年４月１日から

（改　正　後）

平成２７年３月３１日まで

（改　正　前）
項　　　目

０歳から１５歳に達した年度末まで
� ���������������������������

０歳から６歳に達した年度末まで通　院対
象
年
齢 ０歳から１５歳に達した年度末まで入　院

あり所得制限限度額

対象外食事療養費

●入院用の受給者証（緑色の受給者証）をお持ちの方
　保護者宛に新しくピンク色の受給者証をお送りします。4月から新しい受給者証をご利用ください。

●入通院用の受給者証（ピンク色の受給者証）をお持ちの方
　現在お持ちの受給者証を引き続きご利用ください。

●子ども医療費助成の申請をされていない方
　窓口にて申請をお願いします。なお、所得制限がありますので（下表参照）、所得制限額を超過する

場合は助成の対象になりません。

※老人控除対象者または老人扶養親

族1人につき、上記の金額に10万

円加算します。また、特定扶養親

族は１人につき、上記の金額に 15

万円を加算します。

【問合先】　町民福祉課福祉班　 � 354 － 5706

児童扶養手当公的年金との 
併給について

　平成２６年１２月より児童扶養手当制度が見直され、今まで公的年金を受給

されている方は児童扶養手当を受けることができませんでしたが、制度改

正により、年金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の児童扶養手

当を受けることができるようになりました。

　条件を満たす方は児童扶養手当を受けるために申請が必要になりますの

で、申請をお願いします。

　なお、平成２６年１２月１日時点で条件を満たす方で、平成２７年３月まで

申請をしていただければ、平成２６年１２月分より手当が支給されます。

【問合先】町民福祉課福祉班　�３５４－５７０６

【参考：児童扶養手当の月額】（平成２６年４月～）
子ども１人の場合：　全部支給：４１， ０２０円
　　　　　　　　　　一部支給：４１， ０１０円～９， ６８０円

　　　　　　　　　　（所得に応じて決定されます）

子ども２人以上の加算額　２人目：５，０００円、３人目以降１人につき：３， ０００円

子ども医療費助成所得制限表

所得制限基準額扶養親族等の数

３，４０１，０００円０人

３，７８１，０００円１人

４，１６１，０００円２人

４，５４１，０００円３人

４，９２１，０００円４人

５，３０１，０００円５人

奨学生募集

　平成２７年度の奨学

金貸与者を募集します。

詳しくは、松島町教育

委員会教育課学校教育

班までご連絡ください。

●申込受付期間

　2月 2日（月）～

　3月 20日（金）

●問合先

　教育課学校　教育班

　�３５４‐５７１３
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いつまでも松島で暮らすために

高齢者の健康と生活をサポート
高齢者支援班（地域包括支援センター）

　団塊の世代が高齢期を迎え、超高齢社会が到来するのにともない、社会保障の財源不足、介護人材

の不足などが危惧されています。

　高齢者の方々が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、健康長寿課地域包括支

援センターでは、『介護予防活動』や『相談支援』を行っています。

　生涯自分らしく暮らし続けるためには、元気なうちから準備をすることが大切です。

　また、一旦介護が必要な状態になっても適切に対処することで、回復や重症化の防止を図ることも

できます。健康や介護に関する高齢者の身近な相談窓口としてぜひご活用ください。

主 な 事 業

      　松島町地域包括支援センター　�３５４－６５２５

まつしま元気塾
町内５か所で開催中。８０人を超える塾生が

日々楽しく活動しながら認知症予防や寝たき

り予防に取り組んでいます。

場所により新規通所

が可能ですので、ご

希望の方はお問い合

わせください。

元気ハツラツ教室
体力に不安を感じ始めた高齢者向けの教室です。

専門スタッフのサポートのもと、足腰を丈夫

にする、認知症を予防する、

食べる力を強化するなど、

目標を明確にして取り

組みます。

ちょっと弱ってきたなと感じ

たら積極的に参加しましょう。

はいかい高齢者 
ＳＯＳネッワーク
認知症の方が迷子になったと

きに、町内外のたくさんの協

力機関のネットワークを使っ

て探します。

はいかいの心配がある高齢者

の事前登録をおすすめしてい

ます。

認知症サポーター 

養 成 講 座
地域で高齢者を支えるために、

認知症の症状や対応について

学ぶ講座です。

受講すると認知症サポーター

になれます。

松島町には現在 600 人を超

えるサポーターがいます。

各 種 相 談
保健師、社会福祉士、ケアマ

ネジャーが、健康や医療に関

すること、介護の相談、高齢

者サービスの利用、施設入所

などの相談を受けています。

お気軽にご相談ください。
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松島の憩いの空間を一緒につくりましょう！
～松島町復興まちづくり支援施設（松島パノラマハウス）

飲食スペース運営者選考プロポーザルの実施～
　平成２７年７月に供用開始を予定している、公共施設である松島町復興まちづくり支援施設（松
島パノラマハウス）は、災害時には避難施設として、平時には各種イベント・展示・余暇活動な
ど、町民や観光客の地域交流の場として提供できるよう利便性・快適性を備えた施設として整備
を進めているところです。
　そこで、町民や観光客などの利用サービス向上と充実を図ることを目的に、当該施設の一部を
飲食スペースとして運営する事業者を公募型プロポーザル方式により選定します。

１．施設の概要
（１）所在地　　松島町松島字犬田１０番地１７４
（２）施　設　　松島町復興まちづくり支援施設
　　　　　　　　（松島パノラマハウス）
（３）面　積　　A=416.74m2

　　　　　　　　（１ F＝ 204.95m2、２ F＝ 211.79m2）
（４）運営者使用可能スペース　　
　　　　　　　　２ F運営者専有スペース　 34.62m2

　　　　　　　　２ F共有スペース　　　　130.07m2

　　　　　　　　１ F運営者専有スペース　 40.82m2

２．飲食スペース基本コンセプト
①来場者に適した食事、喫茶、商品などを提供し、
観光客や町民が気軽に利用でき、地域交流がで
きる飲食スペースづくり
②地産地消を促進するなど、地域の活性化につな
がる飲食スペース運営
③災害時における観光客や地域住民の避難施設と
して機能できる対応

３．使用許可等に関する条件
（１）選定された運営予定者は、毎年度の目的外使用許

可を受け、最長の更新期間は平成３２年３月３１日
までです。

（２）使用料（原則）月額１１４， ４７４円

４．運営に関する条件
（１）営業開始日　平成２７年７月１日～（予定）
（２）営業日・営業時間・提供メニュー・販売価格など

については、運営者の企画提案を受け、町と協議
の上決定

応募について ※募集要項からの抜粋
【応募形式】
公募型のプロポーザル方式

※複数の者から企画を提案してもら

い、その中から優れた提案を行った

者を選定すること。

【応募資格】
①松島町の理念と施設の基本方針を

理解し、経営意欲のあるもの。

②松島町内に本社、支社又は営業所を

有する法人又は個人。

③松島町内で一般飲食店の営業をし

ており、一般飲食店の実績が２年以

上であること。

※詳細については、募集要項を
ご参照ください。募集要項は、
役場１階産業観光課観光班窓
口で配布しています。（土・
日・祝日を除く）
または、松島町HPからダウ
ンロードしてください。
●問合先　
　産業観光課観光班
　担当　櫻井・遠田
　�    　３５４－５７０８　
　FAX　３５３－２０４１
　E-mail：
kankou@town.matsushima.

　miyagi.jp

プロポーザルの日程
①募集要項公表、公募開始 ………………平成２６年１２月２６日 （金）

②質疑書の受付期間 ………………………平成２7年   1 月２０日 （火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　～平成２７年   ２月２０日 （金）
� ��������������������

③応募申込書・企画提案書の提出期限 …平成２７年   ２月２０日 （金）
� ��������������������

④プレゼンテーション及びヒアリング …平成２７年   ３月上旬を予定

⑤審査結果の通知 …………………………平成２７年   ３月中旬を予定

▲施設完成イメージ

※応募申込書・企画提案書・質疑書の提出期限は平成２７年２月２０

日（金）ですので、応募をご検討の場合、お早めにご提出願います。

ご応募をお待ちしています。
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～まつしま・ now ～　第13回
ナウ

文化遺産を活かした地域活性化の取り組み
　～地域に埋もれた文化遺産に光を～

　松島町には意外と知られていない貴重な文化遺産がまだまだたくさんあります。町では平成２５年から実行委員会

を組織して文化庁から補助を受けて、調査と活用に取り組んでいます。

地域文化遺産悉皆調査

　各地区の分館長に依頼し、調査カードを作成します。これまで、あまり知られていなかった石碑やお社など５０件

以上のデータが集まりました。これをもとに文化財マップを作成する予定です。松島の歴史に関わる文化遺産をご

存知の方はぜひ情報をお寄せください。

瑞巌寺や雄島周辺の岩窟の映像記録と碑文調査

　映像記録は帝塚山大学の山口欧志特別研究員に委託して、パノラマ写真や３Dデータを作成しています。碑文調

査は山形大学基盤研究院　荒木志伸准教授と学生の皆さんに委託して解読を行っています。今年は3月26日から３

月 29日に実施していますので、ぜひご覧になってください。

観瀾亭松島博物館の資料のデータベース化

　東北学院大学文学部の七海正人教授と学生の皆さんに委託して一点一点写真と調書を作成しています。将来的に

は町のホームページなどで公開することを目指しています。
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す
る
風
習
で
、　

日
に
一
度
や
っ
て
く
る
庚

６０

申
の
日
に
眠
ら
な
い
で
お 
祀 
り
を
行
い
、
そ
れ

ま
つ

を
三
年
続
け
た
記
念
に
建
て
る
の
が
庚
申
塔
で

す
。
街
道
沿
い
に
建
て
ら
れ
、 

道 
ど
う 

標 
と
し
て
も

ひ
ょ
う

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
に
は
右
山
崎

村
、
左
味
明
村
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
記
載

内
容
と
位
置
関
係
が
合
わ
な
い
の
で
、
当
初
の

場
所
か
ら
移
動
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
が
、
1
5
0
年
前
か
ら
人
の
往
来
を
見
つ
め

て
き
た
歴
史
の
生
き
証
人
で
す
。

生
涯
学
習
班　

学
芸
員：

森
田

路
傍
の
石
碑
が
語
る
⑪

　
　
　
　

町
境
の
道
し
る
べ

文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化
財財財財財財財財財財財財
でででででででででででで
見見見見見見見見見見見見
るるるるるるるるるるるる
松松松松松松松松松松松松
島島島島島島島島島島島島
のののののののののののの
歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴
史史史史史史史史史史史史

文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

①観瀾亭資料調査の様子

②岩窟碑文調査の様子

③瑞巌寺参道脇岩窟のパノラマ写真

【問合先】教育委員会　生涯学習班
　　　　　� 353-3030

① ②

③
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「松島の志教育～手を携え、ともに未来にはばたく松島っ子～」
�平成 26年度宮城県教育委員会指定　志教育支援事業松島地区実践事例発表会�

　1月 16 日、松島中学校で「志教育」実践事例発表会が開催され、町内外の教育関係者や町民の方

など約 300 人が参加しました。

　「志教育」とは、「かかわる」「はたす」「もとめる」の 3つの視点を通して、生徒児童の社会性や

勤労観を養い、未来の松島を担う誇りと自信に満ちた児童生徒を育成することを目的としています。

▲初の試みとして「小高連携」も実施
しました

▲松島の未来について発表する松中郷土部の皆さん

小
中
高
連
携
し
て
の「
志
教
育
」

　

今
年
度
「
志
教
育
支
援
事
業
」
推

進
地
区
の
指
定
を
受
け
た
本
町
で
は
、

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
、
小
学
校

同
士
や
小
中
学
校
の
学
習
交
流
に
加

え
、
松
島
高
校
と
の
学
習
交
流
も
実

施
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
松
島
高
校
が
加
わ
っ
た
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
世
代
や
地

域
を
超
え
て
交
流
を
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

児
童
生
徒
た
ち
の
発
表

　

1
月　

日
の
実
践
事
例
発
表
会
で

16

は
、
始
め
に
体
育
館
で
全
体
会
が
開

催
さ
れ
、
松
島
中
学
校
跡
部
浩
之
教

諭
か
ら
志
教
育
の
概
要
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
中
学
校
2
年
生
と

松
島
高
校
1
年
生
の
代
表
者
か
ら
、

松
島
高
校
と
の
職
場
体
験
学
習
発
表

交
流
会
の
紹
介
が
あ
り
、
松
島
高
校

1
年
生
代
表
者
か
ら
は
「
子
ど
も
向

け
松
島
観
光
Ｐ
Ｒ
」
の
事
例
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
松
島
中
学
校

郷
土
部
か
ら
、　

年
後
の
松
島
を
題

20

材
に
放
射
光
施
設
誘
致
実
現
後
の
未

来
像
な
ど
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
会
場
を
校
舎
に
移
し
、
小

学
校
6
年
生
と
中
学
校
1
年
生
の
学

習
交
流
発
表
会
が
行
わ
れ
、
児
童
生

徒
た
ち
は
職
場
体
験
や
松
島
の
観
光

な
ど
に
つ
い
て
互
い
に
発
表
を
行
い
、

町
内
の
学
校
が
連
携
し
て
実
施
し
て

き
た
「
志
教
育
」
の
成
果
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。

　

昨
年　

月
に
は
「
中
高
連
携
」
と

12

し
て
、「
職
場
体
験
学
習
発
表
交
流

会
」
を
実
施
し
、
中
高
生
が
職
場
学

習
で
の
体
験
を
互
い
に
発
表
し
合
う

こ
と
で
、
中
高
生
間
の
絆
を
深
め
て

い
き
ま
し
た
。
同
じ
く　

月
の
「
小

12

高
連
携
」
で
は
、
高
校
生
が
「
子
ど

も
向
け
松
島
観
光
Ｐ
Ｒ
」
を
町
内
3

つ
の
小
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。
普

段
交
流
す
る
こ
と
が
な
い
高
校
生
と

小
学
生
の
交
流
は
双
方
に
と
っ
て
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
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▲松中グループの発表

小 中 学 習 発 表 交 流 会

�

志
教
育
の
概
要
と

今
後
の
展
望
�

　

志
教
育
支
援
事
業

　

松
島
地
区
連
絡
協
議
会
会
長　

　

松
島
中
学
校
長 

佐
藤　

吉
晴

　

町
内
の
小
・
中
・
高
５
校

の
児
童
生
徒
は
校
種
を
超
え

て
、
松
島
の
歴
史
や
観
光
、

職
場
体
験
な
ど
の
学
習
成
果

を
交
流
し
て
き
ま
し
た
。

　

志
教
育
は
、
児
童
生
徒
が

目
標
や
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦

し
続
け
よ
う
と
す
る
高
い
志

を
育
む
事
業
で
す
。
今
年
度

を
皮
切
り
に
、
さ
ら
に
内
容

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

取
組
の
様
子
は
、
随
時
お
知

ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。　

　小中学習発表交流会は、小学６年生と中学１年生が日頃の学習の成果を発表し、学習の向上を目指

して互いに高め合うことをねらいとしています。小学６年生の１９グループ、中学１年生の２４グルー

プ、合計４３のグループが、８つの教室に分かれ、松島の歴史や文化、松島と他の地域との比較など、

授業で学習したことをポスターや絵、タブレットを使い工夫して発表しました。お互いの発表を通し

て小学生は中学校生活への希望をもち、中学生は自分の役割や責任を果たすことで、これまでの学習

に対する自信を持つことができました。

▲一小グループの発表 ▲二小グループの発表

▲五小グループの発表
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準
名
誉
町
民
と
な
っ
た
ユ
ー
ユ
ー

　

ユ
ー
ユ
ー
の
飼
育
日
数
１
０
０
０
日
目

に
到
達
し
た
時
、
町
は
お
祭
り
騒
ぎ
で
し
た
。

当
時
の
松
島
町
長
も
水
族
館
を
訪
れ
、
観
光

地
松
島
の
新
た
な
魅
力
を
引
き
出
し
た

ユ
ー
ユ
ー
に
、
準
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ー
ユ
ー
の
没
後
瑞
巌
寺

か
ら
は
人
以
外
で
は
初
め
て
の
、「
夢
満
坊

天
洋
友
游
大
姉
」
と
い
う
戒
名
が
与
え
ら
れ
、

マ
ン
ボ
ウ
の
ユ
ー
ユ
ー
は
マ
リ
ン
ピ
ア
と

松
島
町
に
と
っ
て
特
別
な
存
在
と
な
り
ま

し
た
。思

い
出
の
詰
ま
っ
た 

　
　
　
　
　

マ
リ
ン
ピ
ア

幼
稚
園
の
時
、
水
槽
の
前
で
テ

レ
ビ
の
撮
影
を
し
て
も
ら
っ
た

事
、
と
て
も
長
生
き
を
し
た
マ

ン
ボ
ウ
が
い
た
事
は
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
の
夏
休
み
に
は
、
友

達
に
誘
わ
れ
て
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
大

人
に
な
り
、
家
族
を
持
ち
、
自
分

の
子
ど
も
も
よ
く
連
れ
て
行
っ

た
マ
リ
ン
ピ
ア
。
閉
館
し
て
し

ま
う
の
は
寂
し
い
で
す
が
、
家

族
皆
の
思
い
出
の
場
所
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
忘
れ
な
い

で
し
ょ
う
。

大
山　

聖
さ
ん
（
高
城
）

　

昭
和
２
年
の
開
館
か
ら　

年
、
長

８８

年
親
し
ま
れ
て
き
た
マ
リ
ン
ピ
ア
松

島
水
族
館
が
平
成　

年
５
月
、
そ
の

２７

歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。
そ
こ
に
は

多
く
に
人
々
が
訪
れ
、
沢
山
の
思
い

出
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族
館
を
愛
す

る
方
々
の
お
話
を
交
え
な
が
ら
、
全

５
回
で
お
送
り
す
る
「
あ
り
が
と
う
、

さ
よ
う
な
ら　

マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水

族
館
」。
第
２
回
目
は
準
名
誉
町
民

と
な
っ
た
マ
ン
ボ
ウ
の
お
話
で
す
。

マ
ン
ボ
ウ
を
松
島
へ
連
れ
て
く
る

　

今
で
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
「
マ
ン
ボ

ウ
」。
ゆ
っ
く
り
、
呑
気
に
泳
ぐ
姿
と
は
裏

腹
に
、
そ
の
生
体
に
は
謎
が
多
く
、
繊
細
で
、

飼
育
は
非
常
に
難
し
い
の
で
す
。

　

マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族
館
に
初
め
て
マ

ン
ボ
ウ
が
や
っ
て
き
た
の
は
１
９
７
８
年

頃
。
定
置
網
に
か
か
っ
た
も
の
を
漁
師
か

ら
譲
り
受
け
ま
し
た
。
マ
ン
ボ
ウ
は
傷
が

付
い
て
し
ま
う
と
す
ぐ
に
弱
っ
て
し
ま
う

た
め
、
細
心
の
注
意
を
払
い
、
エ
サ
や
飼
育

環
境
な
ど
些
細
な
事
に
も
気
を
配
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
担
当
す
る
飼
育
員
の

苦
労
は
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

マ
リ
ン
ピ
ア
松
島
水
族
館
の 

世
界
記
録

　

そ
ん
な
苦
労
の
か
い
も
あ
り
、
可
愛
ら
し

い
見
た
目
の
マ
ン
ボ
ウ
は
一
躍
人
気
者
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
、
他
の
水
族
館
と
競
っ

て
飼
育
日
数
の
世
界
記
録
に
挑
戦
し
て
い

る
時
は
、「
マ
ン
ボ
ウ
ブ
ー
ム
」
を
起
こ
し
、

世
間
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　

マ
リ
ン
ピ
ア
の
マ
ン
ボ
ウ
が
記
録
を
塗

り
替
え
る
た
び
、
来
館
者
も
増
大
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
マ
ン
ボ
ウ
の
「
ユ
ー
ユ
ー
」
は
、

飼
育
員
や
町
民
、
フ
ァ
ン
の
方
々
な
ど
沢
山

の
思
い
を
乗
せ
、
１
９
８
５
年
、
飼
育
日
数

１
３
７
９
日
と
い
う
当
時
の
世
界
記
録
を

樹
立
し
た
の
で
す
。

ありがとう、さようならマリンピア松島水族館ありがとう、さようなら マリンピア松島水族館

②マンボウが準名誉町民に？！②マンボウが準名誉町民に？！

▲

「
ユ
ー
ユ
ー
」
準
名
誉

▲体を傷つけないよう、工夫さ
れた捕獲道具

▲世間を賑わせた松島のマンボ
ウブーム

▲特別に設けられたマンボウ用
の水槽

▲「ユーユー」贈られた賞状
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松島町内の放射線量測定結果

（　）内は地表からの高さ（ｍ）

測定機器　簡易型放射線測定器 (PA-1000)　

単位　マイクロシーベルト（μ Sv/h）　　シーベルトとは、放射線が人体に与える影響を表す単位です。

学校給食測定結果　1 月 19 日 （月）　現在
放射性ヨウ素（Ｉ-131）：不検出　　
放射性セシウム（Cs-137）：不検出　
放射性セシウム（Cs-134）：不検出

水道水測定結果　　1月 9日 （金）　現在
　二子屋浄水場（竹谷字鴻ノ谷地）　　
　放射性ヨウ素：不検出　　　放射性セシウム：不検出
浄水場発生土測定結果　1月 8日 （木）　現在
　放射性ヨウ素：不検出　放射性セシウム (Cs-137)：145　放射性
セシウム (Cs-134)：38　※浄水場発生土には、放射性物質が検出
されていますが水道水については、放射性物質が不検出の状況と
なっていますので、安心してご利用ください。

町内産農林畜産物の放射性物質測定結果   12 月 16 日（火）～ 1月 15日（木）
　今月測定なし
　最新の放射線量測定結果は県および町のホームページで公開しています。
●問合先　空気中放射線量測定結果：総務課環境防災班　�３５４‐
５７８２　学校給食測定結果：学校給食センター　�３５４‐2583　水
道水・浄水場発生土測定結果：水道事業所　�３５４‐５７１１　農林
畜産物放射性物質測定結果：産業観光課産業振興班　�３５４‐５７０７

12 月 15 日（月）現在

測定値測定場所

0.049（0.5）
松 島 町 役 場

0.047（ 1 ）

0.052（0.5）松 島 第 一 幼 稚 園

0.059（0.5）松 島 第 二 幼 稚 園

0.056（0.5）松 島 第 五 幼 稚 園

0.064（0.2）松 島 保 育 所

0.053（0.2）高 城 保 育 所

0.059（0.2）磯 崎 保 育 所

0.059（0.5）高 城 保 育 所 分 園

0.050（0.5）松 島 第 一 小 学 校

0.059（0.5）松 島 第 二 小 学 校

0.056（0.5）松 島 第 五 小 学 校

0.053（0.5）松 島 中 学 校

農林畜産物の放射能測定について　無料で、食品の放射能検査を行います。（※ただし、水産物は除きます。）
●対象者　町内に在住の方
●申込み・問合先　ＪＡ仙台東部営農センター　� ７６７-８３５０ （持ち込み先が変更になりましたのでご注意下さい）
※松島湾付近の水産物に関しては県漁協が主体となり検査を実施しており、現在のところ基準値を超えたものは出ておりません。また、金

華山以南の外洋についても同様となります。そのため水産物の安全は十分に確保されていると判断し、当町では受付を行っておりません。

教育施設などにおけ

る土壌放射線量測定

結果は、町のホーム

ページで公開してい

ます。

松島町交通安全指導員募集
　交通安全指導員とは町長から任命を受け、交通安全指導
を行う任務です。
●年齢　２０歳以上６５歳未満
●活動内容　
・毎月５日、１０日、１５日、２５日、３０日（平日のみ）の登
校時間、通勤時間に合わせて実施します。また、春・秋
の交通安全運動期間中の街頭指導も実施します。
・交通安全教室　町内の幼稚園、保育所、小学校で交通指
導および交通安全教室を行います。（春・秋）
・交通指導　各種お祭りなどの行事で、混雑時の交通指導
を行います。
●出勤報酬　職務の執行に要した経費を補うための報酬
が支給されます。
●処遇　出勤手当、公務災害補償あり
●問合先　総務課環境防災班　�３５４-５７８２

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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松島交番よりおしらせ

冬道の安全運転１・２・３運動
～ 1割のスピードダウン、２倍の車間距離、３分早めの出発～
　雪道に備えた運転を励行しましょう。橋の上、トンネル

出入口、日陰部分は要注意してください。

●滑走事故防止３原則の周知徹底

　①急ブレーキをかけない　②急ハンドルを切らない

　③急加速しない

●防衛運転の励行

　積雪・凍結路面では、他の車両の動きに留意しましょう。

●夕暮れ時における交通安全意識の醸成

　①早め点灯　②反射材の活用

●問合先　松島交番所　�３５４-２０２４

松島町総務課環境防災班
� 354-5782

町
民
に
贈
ら
れ
た
賞
状



16

申告相談について

※平成２２年分から平成２５年分の所得税の確定申告（または更正の請求）にて、災害（東日本大
震災など）により被害を受けたことによる控除（雑損控除）を申告した結果、所得から控除額が
引ききれず、平成２６年分にその控除額が繰越しとなった方は、昨年の申告時などに渡された次の
書類を必ずご持参ください。

・確定申告にて雑損控除を申告された方：平成２5年分の所得税の申告書 ( 損失申告用 )「第四表」、および平成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２5年分の所得税の申告書 ( 損失申告用 ) 付表「第四表付表」    

・更正の請求にて雑損控除を申告された方：平成２5年分所得税の更正通知書

●問合先　財務課税務班　� 354-5703

■申告相談の際の注意事項
①農業・漁業・営業・不動産などの収入がある方は、収入・経費などの関係書類の整理、金額を計算した上で申告し
てください。（収入や経費の関係書類が整理されていない場合や金額の計算がされていない場合は、申告相談にか
かる時間が大幅に増え、他の方のご迷惑となりますので、受付をお断りする場合があります。）

※収入・経費の整理方法は、町ホームページ（http://www.town.matsushima.miyagi.jp/）に掲載していますのでご覧く
ださい。また、ホームページをご覧になれない方は、役場庁舎内に資料を用意していますのでご利用ください。

②医療費控除を受ける方は、あらかじめその合計額を計算の上、領収書を持参してください。
③社会保険料控除のための領収書（国民健康保険税・介護保険料・国民年金保険料・農業者年金保険料・任意継続保
険などで平成２６年１月１日～１２月３１日までに支払ったもの）は必ずご持参ください。（国民年金保険料について
は、送付された控除証明書を必ず持参してください。）

④寄附金控除を受ける方は、寄附した先から発行された領収書を必ず持参してください。
⑤関係書類の不備で所得額が確認できない場合は、受付できません。
⑥職員が申告相談会場に出向いているので、役場窓口での申告相談などはご遠慮ください。

■申告相談に持参するもののチェック項目
【収入の種類に関わらず共通して必要なもの】
□確定申告用紙（税務署より用紙が送付されている方。持参する際は白紙の状態で結構です。）
□印鑑（シャチハタ系は除きます。）
□源泉徴収票の原本（給与や年金収入がある方）
□生命保険・地震保険の控除証明書、領収書（国民年金保険料・国民健康保険税・介護保険料など）
□身体障害者手帳、精神保健障害者手帳、療育手帳など（本人または扶養している方が該当する方）
　（要介護の認定を受けている方で、これらの手帳などをお持ちでない方は、町で発行する「障害者控除対象者認定
書」）

□申告者本人の口座番号と振込先が確認できるもの（通帳など）（還付申告をされる方）
□医療費に係る領収書（医療費控除を受ける場合）（あらかじめ合計額を計算すること）
□おむつ代について医療費控除を受ける方は、主治医などが発行する証明書（該当する方）
【農業所得者の方】  
□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□農協取引年次集計表・農協取引年次集計表（品目毎）・平成 26年分農業所得に係る各種証明書（農協と取引がある
方）

□平成 26年中における収入状況がわかる書類（収入明細書など）（農協との取引以外の分）
□家事消費（自宅で消費したものや保有米など）の数量などがわかるもの
□雑収入がわかるもの
□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）
　※経費の項目は町ホームページに掲載しています。また、役場庁舎内にも資料を用意しています。
【漁業所得者の方】
□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□漁協と取引がある方はその書類
□平成 26年中における収入状況がわかる書類（収入明細書など）（漁協との取引以外の分）
□家事消費（自宅で消費したものや個人的に販売したものなど）の数量などがわかるもの
□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）
　※経費の項目は町ホームページに掲載しています。また、役場庁舎内にも資料を用意しています。
【営業所得者の方】
□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□平成 26年中における収入（売上）状況がわかる書類（収入明細書など）
□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）
　※経費の項目は町ホームページに掲載しています。また、役場庁舎内にも資料を用意しています。
【不動産所得者の方】
□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□平成 26年中における収入（賃貸料）状況がわかる書類（収入明細書など）
□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）
　※経費の項目は町ホームページに掲載しています。また、役場庁舎内にも資料を用意しています。
【給与・年金所得のみの方で確定申告をする方】 
□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
【住宅借入金等特別控除を受ける方】
□収入の種類に関わらず共通して必要なもの
□その他、必要書類が多いことから、財務課税務班、または塩釜税務署へお問い合わせください。
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平成27年度　町民税・県民税  

平成 27年 2 月
申告相談対象地区曜日受付日

漁業者（松島地区）・観光船業者月2.16

漁業者（磯崎地区）火2.17

松島地区（1・2・3・4・5・6） 
夜間受付（全行政区対象）

水2.18

松島地区（7・8・9・10・11・12・13）木2.19

手樽行政区の全地区金2.20

手樽行政区の全地区月2.23

磯崎地区（1・2・3・4・5）火2.24

磯崎地区（6・7・8・9・10・11） 
夜間受付（全行政区対象）

水2.25

下竹谷行政区・北小泉行政区の全地区木2.26

上竹谷行政区・根廻行政区の全地区金2.27

平成 27年 3 月
申告相談対象地区曜日受付日

全行政区対象日3.1

幡谷行政区の全地区月3.2

幡谷行政区の全地区火3.3

本郷行政区の全地区 
夜間受付（全行政区対象）

水3.4

本郷行政区の全地区木3.5

初原行政区・桜渡戸行政区の全地区金3.6

高城地区（西 1・2・高 1・2・3・新 3・4・5）月3.9

高城地区（中・割波・割 2・光陽台・6・新 6）火3.10

高城地区（7・8・9・10） 
夜間受付（全行政区対象）

水3.11

全行政区対象木3.12

全行政区対象金3.13

全行政区対象月3.16

●申告日程
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3 月 17 日以後、町での申告受付はできません。 
確定申告の場合は、直接税務署へ申告となります。

※夜間の申告相談について

夜間の申告相談は、2月 18 日（水）、2月 25 日（水）、

3月 4日（水）、3月 11 日（水）のみ行います。

通常受付日および
休日受付日

午前：９時から１１時まで
午後：１３時から１５時まで

申告期間中の
毎週水曜日

夜間：１７時から１９時まで

◆受付時間

　広報まつしま１月号でもお知らせしましたが、本年度の申告は松島町文化観光交流館の講座室にて、下記日程のとおり実

施します。 

　申告相談会場の混雑緩和のためにも、地区の割当日における申告相談と、あらかじめご持参いただく書類などの整理、およ

び計算の上ご来場いただきますようご協力をお願いします。 

　なお、塩釜税務署でも、マリンゲート塩釜を会場に確定申告書の作成アドバイスと受付を行いますので、ご利用ください。

【申告相談会場で申告ができないもの】
　次の申告を行う場合は、他の収入と併せて塩釜税務署（会場：マリンゲート塩釜）で行ってください。

①青色申告　　②平成２６年分所得以外（過年分）の申告 

■申告相談会場で申告ができる方
平成２７年１月１日現在において、松島町に住所を有している方のみとなります。それ以外の方は、平成２７年１月
１日現在において住所を有している市区町村、または所轄の税務署での申告となります。

■申告相談会場で申告相談ができるもの・できないもの
【申告相談会場で申告ができるもの】 
平成２６年中（平成２６年１月１日～１２月３１日まで）の確定申告・住民税申告のみ   

■申告相談の際に持参していただくもの
①印鑑（シャチハタ系は除きます）
②源泉徴収票の原本（給与や年金収入がある方）
③支払調書の原本（講師料などの収入がある方）
④収入および経費がわかる書類（収入明細書や領収書、帳簿類など）
⑤所得控除に必要な各種証明書（生命保険、地震保険、社会保険料などの控除を受けるための証明書）
⑥身体障害者手帳など（本人所持または扶養している方所持）   
⑦還付申告をされる方は、申告者本人の口座番号と振込先が確認できるもの（通帳など）  
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　復興事業において建設が進められていた公園が三居山

地区に完成しました。

　芝を敷き詰めた広場や遊具、ベンチがあり、親子の遊

ぶ場や地域住民の憩いの場となります。また、防災四阿

やトイレスツールなど災害時の避難場所としての機能を

有している防災広場としても整備され、本郷ふれあいセ

ンターや建設中の備蓄倉庫とあわせ、本郷区周辺の防災

の中心として活用されます。

三居山地区に公園が完成しました

▲三居山地区の公園は本郷ふれあいセンターの後ろにあります

　昨年秋に開催された「第６７回秋季東北地区高等学校野

球大会」でベスト８という優秀な結果を残し、第８７回

選抜高校野球大会の２１世紀枠の候補となっていた松島

高等学校。初の甲子園出場へ期待がかかっていましたが、

惜しくも今大会は出場を逃しました。

　１月２３日の２１世紀枠発表を終え、インタビューに答

えた小原一志監督と菅野大倭主将は、「悔しい気持ちは

ありますが、小さな学校がここまで来たという事実を自

信に変えて、また頑張っていきます」と、次の目標を見

据え熱意を語りました。

松島高等学校野球部 夢の続きは夏の甲子園で

▲悔しさをバネに日々の練習に励みます

　1月16日に第２幼稚園で、自分の身体をコントロール

する能力を向上させるコオーディネーショントレーニン

グ（ＣＯＴ）が実施されました。町内の幼稚園では１年

を通して、幼稚園教諭が園児へ指導しています。

　何度もＣＯＴを行っている園児たちは、先生の合図や

音に合わせて身体を動かし、上手にＣＯＴを行っていま

した。第２幼稚園では、自由時間にも園児が自身で工夫

し、ＣＯＴの動きを取り入れた遊びを自発的に行うなど、

取り組みの効果が表れています。

第２幼稚園でＣＯＴが実施されました

▲楽しそうにＣＯＴを行う園児たち

　松島町交通安全指導隊（鈴木秀治隊長）では平成２７

年の発出動に伴う安全祈願と初出動式を紫神社で行いま

した。

　今年１年の無事故を全隊員で祈願し、出動式では鈴木

隊長が「交通事故を少しでも少なくする為、隊員一人一

人が交通指導にあたる意識を見直してほしい」と訓辞を

述べ、その後、各隊員が町内の横断歩道などで街頭指導

を行いました。

今年１年の無事故を願って

▲交通事故が 1件でも減るよう活動しています
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米寿おめでとう（12月の敬老祝い金贈呈者）
◆千葉しまさん（高城）　

◆小野三千雄さん ( 高城 )

◆佐藤光雄さん（高城）

◆尾方トシさん（高城）

◆ a 野甚一さん（磯崎）　

◆石橋成榮さん（磯崎）

◆櫻井澄子さん（手樽）

◆菊地すゞ子さん（下竹谷）

◆森山みやこさん（下竹谷）

◆菅野進さん（幡谷）

◆丹野昭子さん（幡谷）

寄付・寄贈
社会福祉協議会へ寄付　遠藤　重次　様　　金２０， ０００円、　三戸　浩司　様（広島県呉市）金 100,000 円

社会福祉協議会へ寄贈　遠藤　重次　様　　紙オムツ　１０袋

話題の本　
「ナオミとカナコ」　　　　　　　　　　　　　　　奥田　英朗　著
　望まない職場で憂鬱な日々を送るO L の直美。夫の酷い暴力に耐える専業主婦の加奈子。

三十歳を目前にして、受け入れがたい現実に追いつめられた二人が下した究極の選択…。

「いっそ、二人で殺そうか。あんたの旦那」復讐か、サバイバルか、自己実現か�。

　前代未聞の殺人劇が、今、動き始める。

《 新　着　本 》　
「吉田松陰とその家族」　　　 一坂　太郎　著
「鹿の王（上下）」　　　　 　上橋菜穂子　著
「遺譜浅見光彦最後の事件 ( 上下 )」　 内田　康夫　著
「水　声」　　　　　　　　　 　川上　弘美　著
「ラストレター」　　　　　　 さだまさし　著
「売　国」　　　　　　　　　　 真山　　仁　著
「荒　神」　　　　　　　　　　 宮部みゆき　著

本 の 宝 箱 （図書室からのお知らせ）

《  図 書 室  》

●平　日　　　　午前１０時～午後６時

●土・日・祝日　午前１０時～午後４時

●休館日　月曜日、月曜日が祝日の場合は翌日

今月は 2 日 ･9 日 ･16 日 ･23 日が休館。

●問合先

　勤労青少年ホーム

　�３５４-４０３６《児童書の新着本》　

「ぼく、仮面ライダーになる！」 のぶみ　作

「おばけのきもだめし」 内田麟太郎 /山本　孝　作

　昨年１１月２２日に「第１２東北高等学校剣道部杯争奪少年剣道練成大会」、１２月７日に「第７回栗原市長杯争奪剣道大

会」が行われ、松島の剣士達は優秀な結果を残すことができました。

躍動！松島の剣士

第１２東北高等学校剣道部杯争奪
少年剣道練成大会

高学年の部　優勝　赤間　真斗くん

低学年の部　優勝　久保　冬晟くん

第７回栗原市長杯争奪剣道大会

団　体　三位　　松島剣道スポーツ少年団
個人戦　６年生男子の部　優勝　丹野　晃輔くん
　　　　５年生男子の部　三位　久保　冬晟くん
　　　　５年生女子の部　敢闘賞 赤間 怜央奈さん
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募 集募　集

ままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつししししししししししししししままままままままままままままのののののののののののののの相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口口まつしまの相談窓口
問　合　先内　容　等対　象場所・主催日　時相談事業

企画調整課まちづくり支援班
�３５４-５８０９

多重債務問題、離婚問題、
相続問題など。相談は無
料で秘密厳守します

町　民
１人原則３０分

役場
会議室

２月１０日（火）
午前１０時～午後５時

弁護士による無料
法律相談（予約制）
弁護士　小川真儀

町民福祉課福祉班
�３５４-５７０６

人権擁護について

町　民
役場
会議室

２月３日（火）
３月１２日（木）
午前１０時～午後３時

人権なんでも相談

企画調整課まちづくり支援班
�３５４-５８０９

行政相談について行政相談

産業観光課産業振興班
�３５４-５７０７

消費生活相談について消費生活相談

町民福祉課福祉班
�３５４-５７０６

生活保護に関する相談町　民
役場
会議室

２月 5日（木）・19日（木）
午前１０時～午後３時

生活保護相談
（予約制）

町民福祉課福祉班
�３５４-５７０６

就労支援相談町　民
役場
会議室

２月 19 日（木）
午後１時～午後３時

ハローワーク就労相談

宮城県総合教育センター
�７８4-３５６７

学校不適合に関する悩
みなどについて

児童生徒・保護者
など

宮城県総合教
育センター

平日　午前９時～午後４時

不登校電話相談
学びの相談室（松中内）
�０８０-３３３３-２７７０
教育課学校教育班
�３５４-５７１３

学びの相談室
（松中内）

平日　午前９時～午後１時
（学校休業日を除く）

教育課学校教育班
�３５４-５７１３

特別支援学級などに関
する相談

保護者など役場 2階平日 8時 30 分～午後 5時就学指導相談

健康長寿課健康づくり班
（保健師・栄養士）
� 355-0703

健康に関する相談

町　民
保健福祉
センター
どんぐり

平日　
午前８時３０分～午後５時

健康電話相談

子育て支援センター
� 354-6888

育児・子どもの発育・発
達に関する相談

発育発達電話相談

地域包括支援センター
� 354-6525

高齢者の介護・生活等に
関する相談

高齢者に関する
電話相談

健康長寿課健康づくり班
（保健福祉センターどんぐり）
�３５５-０７０３

こころの問題を抱えた
本人や家族の相談

塩釜保健所管内に
居住する方

２月は、松島町での相談はありません。近隣
の市町村での相談を紹介することもできま
すので、お問い合わせください。

こころの相談
（予約制）

塩釜保健所
母子障害第 2班
�３６５-３１５３

ひきこもりや、思春期
の心の問題を抱えた本
人や家族の相談

塩釜保健所

２月２５日（水）
午後１時３０分～
午後４時３０分

ひきこもり・思春期
こころの相談（予約制）

アルコールや薬物の問題を
抱えた本人や家族の相談

３月１２日（木）
午後２時３０分～午後５時

アルコール・薬物
相談（予約制）

塩釜保健所疾病対策班
� 363-5504

検査実施日の前日まで
に予約をお願いします。
検査は原則無料です。

2月 4日（水）・18日（水）
午後１時３０分～
午後３時３０分

HIV・クラミジア抗体
検査、肝炎検査、梅
毒抗体検査

宮城県ひきこもり地域支援センター
�０２２９-２３-００２４

ひきこもりなどの悩み
を持つ方への関わり方、
支援方法等のグループ
ワークや講義など。（お
茶代など実費負担あり）

県内在住で、ひき
こもりなどの悩み
を持つ家族の方

宮城県精神保健福
祉センター
２階（デイケア室）

２月４日（水）
午後１時～午後４時

青年期（ひきこもり）
家族会（申し込み制）

�●�● ●�●�

　早期再就職に向けた職業訓練（６

か月）を実施しています。

●募集訓練科名（定員）多賀城実習

場：電気設備科（15）電気・情報

通信工事科（１５）、ビル設備サービ

ス科（１８）、建築リフォーム・コー

ディネート科（１５）、住宅建築工事

科（１５）、生産情報ネットワーク技

術科（２６）、建築CADサービス科

（３６）

●訓練期間　３月２７日（金）～９月

２８日（月）（6か月）

●受講料　無料（テキスト代など自

己負担）

●募集期間　２月１３日（金）まで、居

住地を管轄するハローワークを通

じ申し込みください。

●問合先　ポリテクセンター宮城訓

練課　多賀城実習場　�３６２-２４５４

ポリテクセンター宮城

公共職業訓練受講生募集の

ご案内

予備自衛官補（一般）

●資格　１８歳以上３４歳未満の者

●受付期間　３月２４日（火）まで

●試験期日　４月１０日（金）～１４日

（火）の指定された１日

●合格発表　５月１５日（金）

自衛官幹部候補生（一般）

●資格　①大卒程度試験：２２歳以上

２６歳未満の者※２０歳以上２２歳未

満の者は大卒（見込含）、修士課程

修了者等（見込含）は２８歳未満　②

院卒者試験：修士課程修了者等（見

込含）で、２０歳以上２８歳未満の者

●受付期間　３月１日（日）～５月１

日（金）

●１次試験期日　５月１６日（土）、１７

日（日）※１７日は飛行要員のみ

●１次合格発表　６月５日（金）

●問合先　自衛隊宮城地方協力本部

石巻地域事務所

　�・FAX　０２２５-８３-６７８９

自衛官募集

公益社団法人　宮城県塩釜医師会で
は、臨床検査技師を募集しています。
詳しくはホームページ
（http://www.shiogama-med.or.jp）
をご覧ください。
●勤務先　臨床検査センター
　（塩釜市錦町７－１０）
●資格　臨床検査技師の免許を有す
る方、又は本年３月卒業見込みの方
●募集人員　若干名
●申込期限　随時募集
●問合先　宮城県塩釜医師会
　　　　　�３６４－３３０１

臨床検査技師の募集

●日時　３月８日（日）午前１０時～
　午後４時　※入退場自由
●場所　東北大学川内北キャンパス
講義棟Ａ
●内容　①国立大学法人等職員の業
務内容についての概要説明　②若
手職員による座談会　③各国立大
学法人等による個別説明会　※①
②は要予約
●問合先　東北地区国立大学法人等
職員採用試験事務室　�２１７-５６７６

平成 27年度 東北地区国立大学

法人等  職員業務説明会



広報まつしま 2015　2月号21

� � � � � � � � � � � � �

　町税などは、便利で忘れない、しか

も安全な口座振替を利用しましょう。

●納期限　３月２日（月）

●国民健康保険税　１１期

●介護保険料　６期

●後期高齢者医療保険料　８期

●問合先

課税について

税務班　�３５４-５７０３

納付について

特別滞納整理室　�３５４-５９１３

介護保険料について

高齢者支援班　�３５５‐０６７７

後期高齢者医療保険料について

町民サービス班　�３５４-５７０５

２月の納期限

●日時

　２月１２日（木）、２月２６日（木）　

　午前９時３０分～午前１１時

●場所　塩釜保健所

　　　　（塩釜市北浜４- ８-１５）

●問合先　塩釜保健所　�３６３-５５０５

犬・猫引き取り日

休日・急患診療のご案内

診療科目受付時間診療日診療場所

内科昼夜間
日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）
松島病院

内科・小児科  8：45 ～ 11：30
13：00 ～ 16：30

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12 月 31 日～ 1 月 3 日）塩釜地区

休日急患

診療センター 小児科

（15歳まで）
18：30 ～ 21：30土曜日（休日に当たる日を除く）

●問合先　松島病院　松島町高城字浜 1-26　� 354-5811

　塩釜地区休日急患診療センター　塩釜市錦町 7-10　� 366-0630

歯科休日診療

国民健康保険被保険者証兼

高齢受給者証の交付について

　国民健康保険加入者で今月７０歳

になる方（２月２日～３月１日生ま

れ）へ、高齢受給負担割合が記載さ

れた国民健康保険者証を郵送します。

なお、現在お持ちの被保険者証につ

いては、有効期限が過ぎましたら各

自破棄していただきますようお願い

します。

●発送日　２月 23日 （月）

●問合先　町民福祉課

　町民サービス班　�３５４-５７０５

　震災時、宮城県にお住まいだった

方は、仙台弁護士会法律相談セン

ターでの法律相談が無料となります

（刑事事件・法人の相談は除きます）。

仙台・石巻などの法律相談センター

が会場となります。相談日程などの

詳細については仙台弁護士会法律相

談センターまでお問い合わせくださ

い。

●問合先　仙台弁護士会法律相談セ

　ンター　�２２３‐２３８３

仙台弁護士会　無料法律相談

�３６２-０６３３塩釜市宮町１- ９目黒歯科医院２月１日（日）

�３６６-４７１２塩釜市佐浦町１３‐２２熊谷歯科口腔外科クリニック２月８日（日）

�３６４-６４７８多賀城市大代５- ２- １杉山歯科医院２月１１日（水・祝）

�３６２-５２１３多賀城市下馬２- ８- ５こう歯科クリニック２月１５日（日）

�３５３-４０９２宮城郡松島町磯崎字磯崎１０５- ３西村歯科医院２月２２日（日）

�７６７-５６７９宮城郡利府町加瀬字石切場１- １
ヨークタウン利府野中内わかば歯科クリニック３月１日（日）

　毎年３月は名義変更、廃車などの

各種手続きや検査申請が集中し、大

変混雑します。特に週末や中旬以降

に集中するため、長時間お待ちいた

だく場合がありますので、これらの

手続きは早めに済ませるよう、ご協

力をお願いします。

●窓口受付時間　平日 午前８時４５

分～午前１１時４５分、午後１時～

午後４時

●問合先　軽自動車車検協会宮城主

官事務所　�０５０-３８１６-１８３０

軽自動車の名義変更手続きや

車検はお早めに！

●問合先　宮城労働局労働基準部賃

　金室　�２９９-８８４１

宮城県（特定）最低賃金が

改正されました

効力発生日時間額地域別

平成２６年１０月１６日７１０円宮城県

効力発生日時間額産業別

平成２６年１２月１５日８１１円鉄鋼業

平成２６年１２月１9日７６９円

電子部品・デ
バイス・電子回
路、電気機械
器具、情報通
信機械器具製
造業

平成２６年１２月１５日７７８円自動車小売業

　あなたは知らないだけで損をして

いるかもしれません。障害年金はも

らえる対象が多く、高額です。原則

２０～６５歳の病気や傷病(精神疾患含

む）で、労働に制限のある方が対象

です。

　障害年金の無料相談を受け付けて

います。予約が必要です。

●予約・問合先　市川社会保険労務

士事務所 名取りんくう　�３９３-５７５

障害年金無料相談受付中

「あなたももらい忘れていませ

んか？障害年金」
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　下記のとおり予防接種費用の助成を行っています。助成を申請される方は、保健福祉センターどんぐ

りで手続きをお願いします。

①高齢者施設など入所中のため、指定医療機関でインフルエンザの予防接種ができず、入所施設にて全

額自己負担で接種した方。

< 申請に必要な書類 >

・助成申請書（保健福祉センターどんぐりにあります）、領収書、予防接種済証など、高齢者本人名義の

通帳の写し、印鑑

・生活保護受給者の方は生活保護受給者証の写し

・60歳から 64 歳の身体障がい者の方で心疾患、腎疾患、呼吸器疾患などのため接種を受けた方は身体

障害者手帳の写し

< 助成額 >

・２,０００円（ただし、生活保護受給者の方は全額）

②風しんの予防接種を受けた、１９歳から４９歳までの男女、および妊婦の配偶者

< 申請に必要な書類 >

・助成申請書（保健福祉センターどんぐりにあります）、領収書、予防接種済証など、被接種者本人名義

の通帳の写し、印鑑

・妊婦の配偶者の場合は母子健康手帳の写し

< 助成額 >

・全額

●申請受付締切　平成 2７年 3月 31 日 （火）

●問合先　健康長寿課　健康づくり班　�３５５－０７０３

予防接種費用の助成について
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　町では、平成２７年度～２９年度まで

の松島町高齢者福祉計画・第６期介護

保険事業計画について検討を進めてい

ます。今後超高齢社会が予想されるな

かで、要介護認定率や介護保険給付費

などの見込みを基に、介護保険料が改

定されます。

　計画内容については２月中に松島町

のホームページに掲載するほか、役場、

アトレ・る Hall（松島町文化観光交流

館）、保健福祉センターにて閲覧でき

ます。

【問合先】健康長寿課高齢者支援班

　（松島町保健福祉センター内）　　　

　� 355-0677

「松島町高齢者福祉計画・

第６期介護保険事業計画」

を策定しています。
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　松島町では、認知症になっても互いに支え合いながら、住み

慣れた町で暮らし続けられるような町をめざしています。認

知症の方が地域で暮らすためには、住民１人１人の理解や

ちょっとした手助けが必要です。医療や福祉の専門家でなく

ても、私たちにできることはたくさんあります。

　この機会にぜひご参加ください。

●日　時　２月５日 （木）午後１時３０分～３時３０分

●場　所　アトレ・る Ha l l（松島町文化観光交流館）大ホール

●内　容　認知症についての理解を深め、私たちに何ができ

るかを学びます

●講　師　グループホーム桜の家施設長　内海裕氏　他職員

の皆様

●対象者　認知症について関心のある方

●定　員　１００人程度

●その他　受講された方には、『認知症サポーター』の証しで

あるオレンジリングと認知症を理解するための冊

子を差し上げます。

●申込み・問合先　松島町地域包括支援センター

　　　　　　　　　（松島町保健福祉センター内）

　　　　　　　　　�３５４－６５２５　FAX　３５３－３７２２

認知症サポーター養成講座開催のお知らせ
～あなたも認知症サポーターになりませんか？～
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　東北税理士会塩釜支部では、「税

理士記念日」にちなみ、下記のとお

り税理士による無料の税金相談を行

います。

所得税や相続税・贈与税など、税の

専門家が無料で相談に応じます。

●日時　２月２１日 （土）

　午前１０時３０分～午後３時

●場所　塩釜公民館

　　　　第二会議室

　　　　（塩釜市東玉川町９- １）

●問合先　東北税理士会

　　　　　塩釜支部

　　　　　�３０９-２７３３

＜確定申告書作成会場について＞

　所得税など（譲渡所得を含む）・消費税および地方消費税・贈与税の確定申告書作成会場を、下記のとお

り開設します。

●開設期間　２月２日（月）～３月１６日（月）（土・日・祝日を除く）

●場　　所　マリンゲート塩釜　３階マリンホール

●そ の 他　塩釜税務署内には確定申告書作成会場を開設していません。申告は確定申告書作成会場マリ

ンホールをご利用ください。駐車場に限りがあるため、会場へは公共交通機関をご利用ください。

　申告と納税の期限は、所得税・贈与税は３月１６日（月）まで、消費税および地方消費税は３月３１日（火）

までです。３月に入りますと、会場は毎年大変混雑します。申告はお早めに。

●問 合 先　塩釜税務署　�３６２-２１５１

＜インターネットで確定申告＞

　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」により、所得税など・消費税など

の確定申告書や青色申告決算書などが簡単に作成できるほか、e-Tax で直接送信もできます。

●問 合 先　塩釜税務署　�３６２-２１５１

＜平成２６年分消費税確定申告に関するお知らせ＞

　平成２６年４月１日から消費税（地方消費税を含む）の税率は８％です。

　平成２６年分（平成２６年４月１日を含む課税期間）の消費税および地方消費税の確定申告書を作成するた

めには、帳簿などにおいて、課税取引を適用税率ごとに区分して集計する必要があります。

消費税法の改正内容については、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧ください。

●問 合 先　塩釜税務署　個人課税第一部門　�３６２-２１５２

塩釜税務署からのお知らせ
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　仙台国税局では、バイタリティーあふれる税務職員を募集

しています。国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を

担い、税務署などにおいて、調査・徴収・検査や指導などを行う

税務のスペシャリストです。

●受験資格　
（1）昭和 60 年 4月 2日から平成 6年 4月 1日生まれの者

（2）平成 6年 4月 2日以降生まれの者で次に掲げる者

　　①大学を卒業した者および平成 28年 3月までに大学

　　　を卒業する見込みの者

　　②人事院が①に掲げる者と同等の資格があると認める者

●受付期間
インターネット：平成 27 年 4 月 1 日（水）から4月 13 日（月）まで

郵送または持参：平成27年 4 月 1 日（水）から4月2日（木）まで

●申込方法　受験申込みは原則インターネット申込みとする。
郵送または持参用受験申込書の請求は、最寄りの税務署、

仙台国税局人事第二課または人事院東北事務局へ行う。

●１次試験日　平成 27 年 6月 7日 （日）
●問合先　仙台国税局人事第二課試験研修係
　　　　　�２６３-１１１１　内線３２３６

平成２７年度　国家公務員「国税専門官採用
試験」（大学卒業程度）のお知らせ

税理士による無料税金相談
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　宮城県では東日本大震災の被害などを踏まえ、

今後の海岸保全の基本方針と施策について示す

「海岸保全基本計画」の変更を検討しています。

　皆さんのご意見をお寄せください。

【説明会 仙台湾沿岸保全基本計画】

●日時　２月１０日（火）午後１時３０分～

●場所　県庁みやぎ広報室

【資料の閲覧・意見募集】

　県庁・各市町情報公開コーナーやホームページ

などで、２月２７日（金）まで。

【問合先】

宮城県土木部河川課　�２１１‐３１７７

Ｈ Ｐ　

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kasen/

海岸保全基本計画の変更（案）に
関する説明会および意見募集
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【農家相談会の開催について】
農地の事や農業者年金の事でご相談がありましたら、
お気軽にお越しください。
●日時　２月１２日（木）午前１０時～午後３時
　　　　２月１３日（金）午前１０時～午後３時
●場所　アトレ・る Hall（松島町文化観光交流館）
　　　　2階　クラブ室
●相談内容　農地の所有権移転、農業者年金、農業経営、
農地中間管理事業などについて。

【農業者と農業委員の懇談会について】
●日時　２ 月 ２０ 日（金）午後３時～午後４時４５分
●場所　アトレ・る Hall（松島町文化観光交流館）
　　　　１階　会議室
●内容　①講演「農地中間管理事業について」
　　　　　講師　みやぎ農業振興公社　庄子喜幸 氏
　　　　②農業者意見交換会

今後の農業経営について、皆さんのご意見
をお聞かせください。

【問合先】松島町農業委員会事務局　�３５４‐５７０７

松島町農業委員会よりお知らせ
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　国民健康保険の対象となる方は、会社や工場など、職場の健康保険（健康保険組合・共済組合）に加入している方、
生活保護を受けている方を除いて、全ての方が国民健康保険に加入しなければなりません。会社などを退職して
職場の健康保険から抜けたときや、町に転入した方で、職場の健康保険に加入していない場合は、加入手続きを
行ってください。
　これらの手続き（届出）は、１４日以内になっています。

国民健康保険の加入・脱退などについて

持参するものこんなとき

印鑑
他の市町村から転入したとき
（前住所地でも国保加入のとき）

加　入
印鑑・資格喪失証明書（健保をやめた証明書）・
被保険者証（全員分）・年金手帳（ある方のみ）

他の健康保険を脱退したとき

保護廃止決定通知書・年金手帳（ある方のみ）生活保護を受けなくなったとき

印鑑・被保険者証子どもが生まれたとき

印鑑・保険証他の市町村へ転出したとき

脱　退

印鑑・保険証・加入した保険の保険証
他の健康保険（社保や後期高齢者医療）などに
入ったとき

印鑑・保険証・喪主の通帳（口座確認のため）・
会葬御礼状（喪主確認のため）

死亡したとき

印鑑・保護開始決定通知書・保険証・年金手帳
（ある方のみ）

生活保護を受けたとき

印鑑・保険証・年金証書退職医療制度に該当したとき

印鑑・保険証、身分証明書住所・氏名や世帯主が変わったとき

印鑑・保険証・身分証明書（運転免許証など）
保険証をなくしたり、汚して使えなくなったと
きその他

印鑑・保険証・在学証明書就学のため、子どもが他市町村に住むとき

※後期高齢者医療制度の対象（75 歳到達）となったときは、届出は不要です。

＜マル学保険証＞
就学のため、親元を離れ、他市町村に住むことになった場合には「マル学保険証」
を交付します。
申請には、「在学証明書」が必要です。
「マル学保険証」は、在学中毎年届出が必要です。

【問合先】

町民福祉課町民サービス班

�３５４－５７０５
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一言メモ　
　　　　　住宅用火災警報器・LPガス漏れ警報器・消火器について
　　　　　悪質な訪問販売や点検に注意を !!
　消防職員や契約業者を装うなどして「警報器の期限切れ交換」「消火器の点検（薬品詰め替え）」などの詐欺手口が毎年のよう

に繰り返されています。

　冬場は家の中で過ごすことが多く、思わぬことで怪我や事故につながる危険があります。

　特に暖房器具による事故火災や、製品取り扱いの誤りによる子どもの事故が毎年繰り返しおきています。

もう一度、身の回りをいつも以上に注意を払って点検してみましょう。

冬の生活は危険がいっぱい !!消費生活コーナー

　詳しく知りたい方や、お困りのことがありましたら、消費生活相談窓口にご連絡ください。

消費生活相談　●相談日時　毎週火曜日・木曜日　午前９時～午後４時３０分

　　　　　　　●相談窓口　産業観光課産業振興班　　�３５４-５７０７

点検ポイント

■暖房製品

①リコール製品の有無

②器具周辺環境（燃えやすい物・フィルターの目

　詰まり）

③灯油の出し入れ・保管場所

④着衣の注意（服へ飛び火・すそ踏み転倒）

⑤スイッチ・電源を切る ､抜く（誤作動・漏電）

■子どもに関わる製品

①ボタン電池・洗剤 , トイレ芳香剤・大人の医薬品等

　の飲み込み

②ブラインドのひも・ひも付き子ども服によるからま

　り絞め

③加湿器・炊飯器・IH 調理器具よるやけど

④抱っこひもによる赤ちゃん落下

⑤お風呂場での首浮輪・踏み台等によるおぼれ
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　日本に住んでいる２０歳以上６０歳未満の方は、厚生年金保険加入者や共済組合加入者、またはその配

偶者に扶養されている人を除き、学生であっても２０歳以上であれば国民年金に加入して保険料を納める

ことになります。

しかし、学生の方や所得が少ないなどの理由で国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合には、

在学期間中の保険料の納付を猶予する「学生納付特例制度」や「若年者納付猶予制度」があります。

＜国民年金加入の流れ＞

　　「国民年金の加入のご案内」　　

（２０歳前に日本年金機構から送付されます）

　　　　　　　　↓

「国民年金被保険者資格取得届書」の提出→町もしくは年金事務所

　　　　　　　　↓

「年金手帳」の送付（年金事務所から手帳が届きます）

「国民年金保険料納付書」の送付（年金事務所から納付書が届きます）

※学生納付特例制度を申請される方は、学生であることの証明が必要です。

　また、猶予の申請は毎年必要です。

※手帳は、保険料の確認や将来年金を受け取る際に必要です。

　大切に保管して下さい。

※保険料は、生年月日の前日が含まれる月分から発生します。

※保険料は、金融機関のほか、コンビニエンスストアでも納付できます。

☆国民年金の加入手続きをきちんとして、保険料を納めましょう。☆

【問合先】仙台東年金事務所　�２５７－６１１２　　町民福祉課町民サービス班  �３５４－５７０５

２０歳になったら国民年金

【電話での年金相談窓口】

一般相談

「ねんきんダイヤル」

�０５７０－０５－１１６５（ナビダイヤル）

受付時間

月曜：午前８時３０分～午後７時

火～金曜：午前 ８ 時 ３０ 分～午後 ５ 時 １５ 分

第２土曜：午前９時３０分～午後４時

「ねんきん定期便」、「ねんきんネッ

ト」、「ねんきん特別便」、「厚生年金

加入記録のお知らせ」に関する相談

�０５７０－０５８－５５５（ナビダイヤル）

受付時間

月曜～金曜：午前９時～午後７時

第２土曜：午前９時～午後５時
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南の島で国際交流・野外活動体

験ちびっこ探険学校

ヨロン島　参加者募集

アナと雪の女王

“レット・イット・ゴー

～ありのままで～”をみんな

でうたおうメンバー募集

ダンベル体操とエアロビクス

練習会

参加者募集

松島病院

ロコモティブシンドロームとは

　腰や膝の痛みを「年のせいだから

仕方がない」「痛いから」と言って

身体を動かさないでいると、痛みは

慢性化し、将来寝たきりになる原因

につながります。これを、ロコモ

ティブシンドロームと言います。

　毎日の軽い体操やお散歩はお勧め

です。

●整形外科診察日　月曜日～土曜日

（水曜日除く）（火・金・土曜日

は午前中のみ）

●受付時間

　①午前８時３０分～午前１１時３０分

　②午後１時３０分～午後 4時３０分

●問合先 　松島病院　整形外科

　医師　清水元雄　�３５４－５８１１

　ピゥの会では、３月８日（日）午後

２時開演　塩釜市遊ホール（壱番館

５階）で行うピアノコンサートの

オープニングとエンディングに

「レット・イット・ゴー～ありのま

まで～」を元気に歌ってくれる松島

町の子どもたちを大募集しています。

●参加対象　満３歳～小学２年生

●参加資格　３月７日（土）午後２時

３０分から塩釜市遊ホールで行う

リハーサル（２０分前後の練習）に

参加出来ること。フルコーラス（日

本語）をうたいます。全部歌えな

くてもいいですよ。

●参加費　１人２,０００円（写真・記

念品代含む）

●申込み　下記まで電話・FAX（お

子さんの氏名・年齢・電話番号を

明記）で、2月 20 日（金）までお申

し込みください。

●申込み・問合先　ピゥの会　主宰

　鈴木�・ＦＡＸ　３５４-３１９８

　初心者向きのシェイプアップクラ

スです。

●日時　２月１４日 （土）、１８日 （水）

　午後７時３０分～午後８時３０分

●場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター会議室

●会費　無料

●定員　各１５人

●申込先　松島エアロビクス同好会

　　　　　�３６８‐７０７８

合氣道　無料体験

　姿勢を整え、相手を理解し導き投

げる合氣道。お子さんの成長に必要

な心と身体の使い方が身に付きます。

●日時　土曜　午後１時３０分～午

　後２時３０分（５歳～）

●場所　華園集会所

●問合先　竹田さおり�７６７‐８０２４

　春休みは、日本全国から参加する

沢山のお友達と一緒に、暖かな南の

島「ヨロン島」へ行きませんか？詳

細は下記ホームページをご覧くださ

い。

●期間　３月２７日（金）～４月２日

（木）６泊７日

●場所　鹿児島県大島郡与論町

●定員　日本人小学生２００人、在日

外国人小学生１００人（小学２～６

年生※平成 27年 2月末現在）

●申込締切　３月５日 （木）

●資料請求・申込み・問合先

　（公財）国際青少年研修協会

　�０３-６４１７-９７２１　

　ＨＰ　http://www.kskk.or.jp

第 １０ 回第６師団  音楽まつり

●日時　２月１４日 （土）第 1公演　

午後２時～午後３時３０分

第 2公演　午後５時～午後７時

●場所　山形県県民会館

　　　（やまぎんホール）

●内容　第６師団音楽隊および福島

駐屯地音楽クラブによるステージ

ドリル、多賀城駐屯地よさこいク

ラブによる演舞、ほか多数のス

テージがあります。

●問合先　第６師団司令部広報室　

　　　　　�０２３７-４８-１１５１

東北歴史博物館催事情報

東日本大震災復興祈念特別展

「みちのくの観音さま- 人に寄り添

うみほとけ-」

●期間　３月１２日 （木） まで　午前

９時３０分～午後５時※発券は午

後４時３０分まで

●観覧料　一般１，０００円、シルバー

９００円、高校生５００円、小・中学

生３００円

体験イベント

「冬も元気に はくぶつかん！２０１５」

●日時　２月１４日 （土）

　午前９時３０分～午後３時３０分

民俗芸能講座①

「浜の法印神楽の広がりとその特

徴」

●日時　２月２１日 （土）

　午後１時３０分～午後３時

●その他　事前申し込みが必要です

●基本情報　常設展示観覧料：一般

４００円、高校生以下無料

●閉館日　毎週月曜日

●問合先　東北歴史博物館情報サー

ビス班　�３６８-０１０６
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ドンラ健 康

　年が明けたと思ったら、もう２月です。２月は「如月（きさ

らぎ）」と言います。この言葉には諸説ありますが、一つはま

だ寒いので衣を更に重ね着する「衣更着（きぬさらぎ）」、他に

は気候が陽気になることから「気更来」や、草木が生え始める

ことから「生更木（きさらぎ）」などが言われています。厳し

い寒さですが、新しい季節を待ち望む、そんな趣深い月ではな

いでしょうか。

　今月のテーマは「循環器疾患・糖尿病」についてです。循環

器疾患は心筋梗塞など心臓血管系の病気のことで、高血圧や

脂質異常症などで長い間血管に負担をかけると発症しやすく

なります。循環器疾患も糖尿病も食べ過ぎや運動不足という

毎日の生活習慣から生じる身近な病気ですが、後遺症や合併

症が怖く、予後が悪いことでも有名です。

　特定健診の結果をみると、松島町は糖尿病、高血圧、脂質異

常症を併せ持つ人が多く、県内トップクラスです。これらが

ひとつでもあると、重い病気を引き起こすリスクが生じます

が、重複するとリスクは何倍にもなります。特に寒い時期は

血圧が上昇し、循環器疾患が発症しやすくなります。血圧が

高くなるのは、寒さに対応して身体を温めようとするからで

す。気温が高くなれば血圧は下がります。つまり、身体は環

境の変化に大きく左右されています。大切なのはこの変化に

対応できる身体づくりです。その方法は皆さんがすでにご存

じだと思います。ぜひこれまでの記事の「栄養・食生活」、「身

体活動・運動」も参考にしてください。

　日本には四季があり、気候も変化があります。美しい季節

の変化を自分の肌で感じ、それを楽しめる余裕を持てたら素

敵ですね。

【問合先】

健康長寿課健康づくり班

（保健福祉センターどんぐり）

�３５５－０７０３

マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
２月２日（月）、１６日（月）　母子健康手帳の交付

受付　午前９時３０分～午前１１時

※上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
２月３日（火） １歳６か月児健診

 対象：H２５年６月～H２５年７月生

 受付：午後０時３０分～午後０時４５分

２月４日（水） ハイハイ赤ちゃんセミナー

 （６～７か月児子育て相談）

 対象：H２６年５月２９日～H２６年８月１４日生

 受付：午前９時３０分～午前９時４５分

２月１３日（金） ３歳６か月児健診

 対象：H２３年７月～H２３年８月生

 受付：午後０時３０分～午後０時４５分

２月１８日（水） 親子歯っぴー健診（２歳児歯科健診）

 対象：H２５年１月～H２５年３月生

 受付：午後０時３０分～午後０時４５分

シルバー昼食会
２月３日（火）、１７日（火）　あったか～い（どんぐり１班）

２月５日（木）、１９日（木）　あったか～い（どんぐり２班・３班）

２月４日（水）、１８日（水）　あったか～い（交流館）

２月６日（金）、２０日（金）　あったか～い（品井沼）

２月２４日（火）　　　　　 あったか～い（ひだまり）

健康づくり事業
２月 ９ 日 （月）　 動  楽 ウォーキング教室

どう らく

（文化観光交流館玄関前集合）

２月２０日 （金）　 減る脂 クラブ（温水プール　美遊）
ヘルシー

２月２３日 （月）　ノルディックウォーキング教室

（文化観光交流館玄関前集合）

２月２６日 （木）　いちおし健康塾（文化観光交流館）

精神保健事業
２月２５日 （水）　かもめの会

自立支援医療費（精神通院）支給認定申請について
自立支援医療費（精神通院）支給認定の申請のお手続き

（新規・更新）に来られる方は、事前にご連絡ください。

●問合先　健康長寿課健康づくり班

　　　　　（保健福祉センターどんぐり）　�３５５-０７０３

『健康の日』のお知らせ
　水中運動は膝や腰などに負担をかけずに、筋力やバランス力を
アップさせます。
　「健康の日」に参加して、ワンランクアップした健康を手に入れ
ましょう！
◇日時　２月６日（金）　午前１０時３０分～午前１１時３０分
　　　　３月６日（金）　午前１０時３０分～午前１１時３０分
　　　　（受付：午前１０時～午前１０時１５分）
◇場所　松島町温水プール　美遊
◇内容　アクアエクササイズ
　　　　（水中ウォーキング、ストレッチ、他）
　　　　講師：高谷　枝里インストラクター
◇参加費　５００円（但し、６５歳以上の方は３００円）
　　　　　※受付でお支払いください。
◇持参する物　水着・スイムキャップ・タオル
◇申込み　２月５日 （木） まで電話でお申し込みください。
　　　　　健康長寿課健康づくり班�３５５－０７０３
　　　　　（保健福祉センターどんぐり）

１１１１１１１１１１１１００００００００００００年年年年年年年年年年年年先先先先先先先先先先先先もももももももももももも健健健健健健健健健健健健ややややややややややややかかかかかかかかかかかかにににににににににににに１０年先も健やかに　～～～～～～～～～～～～松松松松松松松松松松松松島島島島島島島島島島島島町町町町町町町町町町町町健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康ププププププププププププラララララララララララランンンンンンンンンンンン～松島町健康プラン⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪～～～～～～～～～～～～～



男７,252 人（-4）　   人口１4,939 人（-7 人）
女７,687 人（-3）   　  ５,613 世帯（+4）

（Ｈ ２7年 1月 1 日現在：住民基本台帳）

　町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃんを紹介します。
お申込みお待ちしています！

●問合先　企画調整課　�３５４-5702

平成 26年 2月生まれ

 關 　 桃  奈 ちゃん
せき もも な

平成２６年２月１４日生まれ

（高城）

おしゃべりが大好きです★
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 松  橋 　 由  奈 ちゃん
まつ はし ゆ な

平成２６年２月１３日生まれ

（松島）

動物大好き！ペットの犬と仲良しです�

毎週月曜日は窓口業務を 
午後7時まで延長しています

　住民の皆さんの利便性を図るため、各種証明

書の発行、公金の収納業務について、毎週月曜

日は午後７時まで窓口業務を延長しています。

（月曜日が祝祭日の場合は翌日になります）

第２回定住促進セミナーを開催します
　松島町では松島に住む人、働く人、活動する人がまちとより良い関係を築き上げ「住ん

でいて良かった。住んでみたい町。松島」と思っていただけるまちづくりを目指していま

す。

　その一環として町では、積極的にまちづくりに参画したいと思っている方を対象とした

セミナーを開催いたします。

　松島を愛する皆さんのご参加をお待ちしています。

●日時　２月２１日 （土）

　　　　午後１時３０分から午後４時ころまで （予定）

●場所　松島町文化観光交流館

●講師　東京理科大学准教授　伊藤香織氏

　　　　編集家・プロジェクトエディター

　　　　紫牟田伸子氏

●内容　まちづくりへの関わり方　など

●定員　３０人程度

【申込み・問合先】

　企画調整課まちづくり支援班　�３５４‐５８０９

３月号より、町外から松島に移住された方へ向

けた記事の連載（不定期企画）がスタートしま

す。どうぞお楽しみに。
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